




川田美里 (高松市立太田南小学校) 奥 忍 (岡山大学教育学部)
詩の朗読では ｢間｣が重要だと言われている.しかし､｢間｣がど4)ようにとられているかについては
不明である｡本稿では､朗読における ｢間｣の実態を明らかにするために､金子みす ヾの ｢私と小鳥と
鈴と｣の朗読の音声分析 と､｢間｣が聞き手に及ぼす感受の影響に関する認知実験を行った｡得られた成
果は以下の通 り｡
･大人の専門家の朗読では､行の所要時間や行間の ｢間｣が異な り､表現にメリハ リが感 じられる｡
･子どもの朗読は全体に速く､行 と行間との差が大人に比べて少ない｡ しかし､全体的な時間変化は
大人の専門家 と類似 したパターンをとっている｡
･聞き手は ｢間｣の微妙な変化を感 じ取っている｡たとえ短くても詩の内容に応 じて変化する ｢間｣
を好む者が多い｡機械的な ｢間｣では詩を十分に味わ うことができない｡















































































































No. 朗読者 CDタイトル 発行 発行年
1 下重暁子 くちずさみたくなる名請 海竜社 2004










① (参 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 行










































































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 行
図3 小学生の朗読と下重･中井の各行の所要時間変化
川田 美里 ･奥
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 行


































































⑲ みんな違って､みんないいo1)Aの朗読 最も共感できる やや共感できる どちらでもない やや共感できない 全く共感できない
2)Bの朗読 最も共感できる やや共感できる どちらでもない やや共感できない 全く共感できないl l I l l理由 l
3)Cの朗読 最も共感できる やや共感できる どちらでもない やや共感できない 全く共感できない










































































































批判 ･テンポが速いO .焦っている感 じがするo
･全体に速いO .せかせかしているo
･間が少ないO .ただ読んでいるだけであるo
･詩独自の間が感 じられず､味わえない O .単調であるo
･②③､⑥⑦の間が短すぎるO .もつと余韻を感じたいo
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間 共感 ･間の取 り方にリズムがあって聞き取 りやすいo
･各文の情景を想像する時間があるo
･自分が読み返すだけの間があるo
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